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※
急
な
変
更
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
ご
容
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下
さ
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発
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日
本
学
生
科
学
賞
、
全
国
３
等
入
賞

日
本
学
生
科
学
賞
、
全
国
３
等
入
賞

第
六
十
四
回
日
本
学
生
科
学
賞
、
全
国
３
等

科
学
部

「
奈
良
教
育
大
学
附
属
中
学
校
裏
山
に
見
ら
れ
る
キ
ノ
コ

の
調
査
」

末
吉

優
佳

Ｗ
Ｒ
Ｏ
ジ
ャ
パ
ン
２
０
２
０
決
勝
大
会

レ
ギ
ュ
ラ
ー
カ
テ
ゴ
リ
ー
ジ
ュ
ニ
ア
部
門

優
勝

科
学
部

樫
内

蒼
太
朗
・
福
田

和
杜

オ
ー
プ
ン
カ
テ
ゴ
リ
ー
提
案
型

優
秀
賞

科
学
部

篠
田

奈
菜
子
・
成
瀬

有
里

三
年
生
長
崎
修
学
旅
行

三
年
生
長
崎
修
学
旅
行

コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
延
期
に
な
っ
て
い
た
修
学
旅
行
で
す
が
、
十
月
十

日
～
十
二
日
に
二
泊
三
日
で
長
崎
方
面
に
出
か
け
ま
し
た
。
沖
縄
修
学

旅
行
に
向
け
て
様
々
な
準
備
や
事
前
学
習
を
し
て
き
た
３
年
生
に
と
っ

て
は
辛
い
変
更
で
し
た
が
、
下
見
や
事
前
打
ち
合
わ
せ
を
重
ね
、
コ
ロ

ナ
感
染
者
が
少
な
い
方
面
で
、
現
地
の
感
染
症
対
策
が
整
っ
た
地
域
、

平
和
学
習
や
体
験
学
習
が
可
能
な
地
域
と
い
う
こ
と
で
長
崎
修
学
旅
行

を
決
断
し
ま
し
た
。

一
日
目
、
午
前
六
時
五
十
分
近
鉄
奈
良
駅
集
合
。
バ
ス
で
新
大
阪
駅

に
向
か
い
ま
し
た
。
新
幹
線
で
博
多
ま
で
移
動
し
、
バ
ス
に
乗
り
換
え

て
長
崎
平
和
公
園
に
到
着
。
原
爆
資
料
館
や
平
和
会
館
で
平
和
学
習
に

取
り
組
み
、
被
爆
体
験
者
で
あ
る
丸
田
和
男
さ
ん
か
ら
被
爆
体
験
の
お

話
を
聞
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
長
崎
平
和
祈
念
像
の
前
で
平
和
集

会
を
開
き
、
「
平
和
の
大
切
さ
」
を
確
認
し
合
い
、
「
平
和
な
世
の
中
を

築
く
人
間
」
に
な
る
こ
と
を
誓
い
あ
い
ま
し
た
。

二
日
目
、
午
前
中
は
長
崎
市
内
班
別
行
動
で
グ
ラ
バ
ー
邸
、
出
島
、

中
華
街
な
ど
を
見
学
し
ま
し
た
。
お
土
産
を
買
っ
て
い
る
人
も
い
ま
し

た
。
す
べ
て
の
班
の
ゴ
ー
ル
地
点
は
オ
ラ
ン
ダ
物
産
館
、
到
着
し
た
班

か
ら
昼
食
、
皿
う
ど
ん
な
ど
長
崎
名
物
に
舌
鼓
を
打
ち
ま
し
た
。
午
後

か
ら
は
軍
艦
島
ク
ル
ー
ズ
。
残
念
な
が
ら
桟
橋
工
事
が
完
了
し
て
お
ら

ず
、
軍
艦
島
に
上
陸
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
船
か
ら
見

学
し
ま
し
た
。
夜
は
学
年
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
で
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

三
日
目
、
今
年
は
最
終
日
に
な
り
ま
す
が
、
牧
島
で
の
ペ
ー
ロ
ン
体

験
。
ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
を
身
に
つ
け
、
学
級
対
抗
ペ
ー
ロ
ン
競
争
。

担
任
が
打
つ
太
鼓
の
音
に
合
わ
せ
て
み
ん
な
で
オ
ー
ル
を
漕
ぎ
、
楽
し

く
、
激
し
い
戦
い
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。
優
勝
は
三
組
で
し
た
。

へ
と
へ
と
に
な
っ
た
後
の
博
多
ラ
ー
メ
ン
は
た
い
へ
ん
美
味
し
か
っ
た

そ
う
で
す
。
博
多
か
ら
新
幹
線
で
新
大
阪
へ
、
そ
し
て
バ
ス
で
奈
良
へ

と
無
事
に
帰
っ
て
き
ま
し
た
。
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３
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８
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３
年
学
力
診
断
テ
ス
ト
④

日

１
年
２
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と
５
組
の
交
流

15

日

Ｔ
Ｅ
Ｄ
イ
ベ
ン
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（
奈
良
教
育
大
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に
て
）

24
日

３
年
生
私
学
出
願
日
（
３
年
全
日
家
庭
学
習
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26
日

生
徒
会

月
部
会

27

1

日

５
組
防
災
・
避
難
学
習

28

【
２

月
】

２

日

附

中

入

試

準

備(

午

後

下

校

・

５

日

ま

で

家
庭
学
習)

３
日
～
７
日
ま
で
許
可
者
以
外
登
校
禁
止

４
日

附
中
入
試(

学
力
検
査)

５
日

附
中
入
試(

合
格
発
表)

６
日

附
中
入
試(

合
格
者
説
明
会)

６
・
７
日

奈
良
私
学
統
一
入
試
日

７
日

５
組
あ
ら
く
さ
友
の
会

８
日

１
年
３
組
と
５
組
交
流
会

日

防
災
訓
練
（
６
限
）

10

日

３
年
全
日
家
庭
学
習

10
・

日

大
阪
・
京
都
私
学
統
一
入
試
日

10

11

日
・

日

午
後
二
者
懇
談
（
１
・
２
年
）

16

17京
都
公
立
前
期
選
抜
学
力
検
査
①
②

日

２
年
生
球
技
大
会

18
日

５
組
な
わ
と
び
大
会

19
・

日

奈
良
公
立
特
色
選
抜
学
力
検
査
①
②

18

19
日

附
中
入
試
合
格
者
連
絡
会
代
休

22
日

２
月
部
会

24

日
・

日

３
年
期
末
テ
ス
ト

25
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【
３

月
】

１
～
３
日

１
・
２
年
期
末
テ
ス
ト

８
日

京
都
府
中
期
学
力
検
査

（
３
年
生
授
業
あ
り
）

９
日

１
・
２
年
Ｐ
Ｔ
Ａ
（
予
定
）

日

３
月
部
会

10
日

奈
良
公
立
一
般
選
抜
学
力
検
査

11

３
年
全
日
家
庭
学
習

５
組
卒
業
生
を
送
る
会

日

卒
業
式
予
行

12
日

卒
業
式
・
５
組
卒
業
生
を
送
る
会

13
日

１
年
球
技
大
会

16
日

生
徒
会
旧
部
会

17
日

１
・
２
年
ク
ラ
ス
サ
ー
ビ
ス

18
日

３

学
期
終
業
式
・
令
和
２
年
度
修
了
式

19
日

春
季
休
業

22 ３
学
期
の
お
も
な
行
事

奈良と病気Ⅲ －薬と鹿と山田ホール
渡邉伸一

病気の予防や治療には薬が必要です。コロナ禍で大変な今年は、日本国最初の正史『日本書紀』が完成してちょうど1300年なので

すが、そこに薬に関する最古の記述がみられます。推古天皇が行った薬猟（くすりがり）、がそれです（611年）。場所は現在の奈良県

宇陀市。宮廷をあげての行事であり、女性は薬草を摘み、男性は鹿を狩って角を薬にしたのです。鹿の角、特に初夏の若角は鹿茸(ろ

くじよう)と呼ばれ、粉末にして眼の薬や滋養強壮、更年期障害など多岐に使用されました。現在でも漢方薬に広く用いられています。

「薬まつり」と呼ばれる祭があります。宇陀市の隣の桜井市に鎮座する日本最古の神社といわれる大神神社とその摂社の狭井神社。

そこで毎年4月に行われる祭祀で、正式名称を鎮花祭（はなしずめのまつり）と言います。全国から製薬会社や医療関係者が集まり、

無病息災を祈願するのです。私が見学した2019年には約300人の参列者がありました。『日本書紀』と『古事記』に、崇神天皇の時代、

オホモノヌシの祟りにより疫病が大流行したのだが、三輪山に祭神として適切な形で祀ることで国に平安が戻った、とあるのがこの祭

の起源です（御霊信仰の原型とも！）。

この鎮花祭、実は平安時代初期までは、薬草の他に多くの鹿角と鹿皮が神前に供えられていました（平林章仁『鹿と鳥の文化史』）。

大神神社摂社で奈良市最古の神社とされる率川神社の三枝祭（ゆりまつり）にも疫病鎮めの由来があり、そこでも鹿角は供物でした。

鹿は薬になるだけでなく、疫病退散にも不可欠な高い宗教的価値をもつ存在だったのです。これが春日大社の神鹿とどうつながるのか

は、興味深いテーマです。

さて、薬と奈良との深い関係はその後もみられ、江戸時代、奈良（大和）は薬業が盛んで、「富山の薬」と競合するほどの繁栄ぶり

をみせました。宇陀市松山地区（国の重要伝統的建造物群保存地区）にある「森野旧薬園」（国史跡）は現存する日本最古の民間薬草

園です。そして、こうした歴史は、奈良から多くの製薬会社の創業者を誕生させます。武田薬品の創業者は河合町出身ですし、ロート

製薬、ツムラ、笹岡薬品（「命の母」で有名）の創業者は皆、宇陀市出身です。松山地区には、藤沢薬品（現アステラス製薬）創業者

の母の生家もあります（現在は市歴史文化会館「薬の館」）。古代の薬猟にルーツをもつ宇陀と薬との関わりは、現代まで続いてきたの

です。すごいの一言です。

1963年、ロート製薬社長の山田輝郎氏（創業者の長男）は、奈良教育大学に学生会館の集会場を寄贈してくれました。大学生協の隣に
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◆奈良市バドミントン選手権大会

・男子シングルス準優勝 桝井瑛司 (3)

◆奈良市中学校陸上競技3年生交流会

・男子800メートル第3位 2分15秒75

清原 尚 (3)

・女子砲丸投げ第２位 ６メートル９７

上田 葵 (3)

◆奈良市中学校水泳３年生のための交流大会

・女子５０メートル背泳ぎ第１位 ５８秒５７

出口果怜 (3)

・女子５０メートル背泳ぎ第２位 １分１６秒７７

吉水讃良 (3)

・男子５０メートルバタフライ第３位 ４２秒２４

中川 亮 (３ )

◆第８回全国選抜奈良県予選テニス大会 団体２位

上岡勇気 (3)、松田智紗 (3)、橋本采果 (3)、石原瑶己 (3)

黒川 咲 (3)、小林りさ子 (3)、中山桜希 (3)

◆奈良県中学校テニス交流戦 団体戦２位

上岡勇気 (3)、松田智紗 (3)、橋本采果 (3)、石原瑶己 (3)

黒川 咲 (3)、小林りさ子 (3)、中山桜希 (3)、後藤沙弥香 (3)

杉山茉優 (3)、中島光優 (3)

◆令和元年度中学生の「税についての作文」

優秀賞（知事賞） 土井央翔 (3)

◆ユネスコ世界寺子屋運動リーフレット製作プロジェクトコンテスト

教育新聞社賞 春田菜花 (２ )

◆生徒会活動書き損じはがきキャンペーン２０１９ 感謝状

奈良教育大学附属中学校 ２００４枚

◆奈良市中学校バスケットボール新人大会 団体第３位

◆奈良県中学校学年別水泳競技大会

中学２年女子１００メートル平泳ぎ第１位 １分３３秒２０

上野瑞季 (2)

中学1年男子１００メートル自由形第２位 １分２秒００

市岡 蓮 (1)

中学1年女子２００メートル個人メドレー第３位

４分４０秒８７ 梶原 涼 (1)

中学1年男子１００メートル自由形第６位 １分７秒５７

植田一星 (1)

◆奈良県ジュニア美術展覧会

洋画 佳作 「捕食者」上田釈葉 (２ )

洋画 佳作 「永遠の愛」酒井 茜 (３ )

◆奈良市中学校ハンドボール女子新人大会 団体第１位

◆第６４回日本学生科学賞奈良県審査 最優秀賞（知事賞）

「裏山に見られるキノコの調査」末吉優佳 (２ )

◆第６４回日本学生科学賞奈良県審査委員会 最優秀賞

「裏山に見られるキノコの調査」末吉優佳 (２ )

◆第６４回日本学生科学賞奈良県審査委員会 優秀賞

「奈良で海苔の養殖ができるのか」牧岡真尋 (２ )

◆第６４回日本学生科学賞奈良県審査委員会 優秀賞

「フライパンの温度と水のバチバチ」梅 雅美 (２ )

◆第６４回日本学生科学賞奈良県審査委員会 佳作

「ツタはくっつく壁を選ぶのか」 稲田龍一 (２ )

「身近な場所で広がるナヨクサフジ」

～川沿い以外のポリネーター特定と刈取時間の検討

峯野美心 (１ )、永山真衣 (１ )

◆第６４回日本学生科学賞

学校賞 奈良教育大学附属中学校

◆第６４回日本学生科学賞中央審査 全国３等

「裏山に見られるキノコの調査」末吉優佳 (２ )

◆令和２年度中学生の「税についての作文」

優秀賞 山田 海由良（３）

優秀賞 山本 更紗（３）

◆第９回テニス全国選抜奈良県予選 団体戦 第３位

女子 テニス部

◆WRO Japan ２０２０決勝大会 on the web

レギュラーカテゴリー ジュニア部門 優勝

Polaris

樫内 蒼太朗（２）・福田 和杜（２）

オープンカテゴリー 提案型 優秀賞

Imagine

篠田 奈菜子（２）・成瀬 有里（２）

◆奈良市中学校バドミントン新人大会

１年男子シングルス 第１位 茅早 智己（１）

１年女子シングルス 第１位 柳生 紗羽海（１）

男子ダブルス 第３位 池田 光利（２）・茅早 智己（１）

◆奈良県
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